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野村　梧郎さんを悼む　　　　　　小堀燵治 

野村さんの訃報を聞いたのは8月13日だった。「まだ

早過ぎるなあ」、「やっぱりか」という想いが交錯した。

ここ数年間のすさまじい闘病生活。「昼間の勤めは何と

かなるが夜の会合は疲れてね」と言いながらも幹事会に

顔を出してくれた野村さん。それでも自然と鳥を愛し続

けた氏の生への執着に期待していたのですが……。

うだるような暑さの中、手稲・西野の公民館のお通夜

に参列した。野鳥の会支部長の土屋さん、柳沢会長、羽

田さんらの姿が見え、式は神式で簡潔に粛然と進行した。

前方に座っている羽田さんの横顔を見ていると、羽田さ

んが萩千賀さんへの追悼文に書いていた「胸の中を風が

吹いているようだ」がフト頭をよぎって行った。式の最

後に若い神主さんが野村さんの思い出を語る中で「今年

の1月に奥さんを亡くした野村さんが亡くなる直前に病

院から外出許可を取り、帰宅し、半日奥さんの写真の前

に座り、病院に帰って行ったんですよ」と語り、涙ぐん

でしまった。生死を超越したはずの神職にまで涙を流さ

せる野村さん。その人観を語るに余りある光景でした。

野村さんは昭和31年に宮崎大学を卒業して来道し、道

庁林務部に就職し、60年に退職し北海道猟友会専務理事

の職に就きました。61年には長年の功績が認められ、鳥

類保護連盟会長褒賞を受賞されました。北海道野鳥愛護

会は昭和45年に創立され、当時の事務局は道庁林務部に

ありました。野村さんは最初から会の幹事として会の創

立、その揺藍期に尽力されました。その後、日本は高度

経済成長期砿入り、経済（開発）を優先する世の中にな

り、行政は野鳥愛護を優先することがむづかしくなり、

愛護会の事務局も道庁を出て民間主導になりました。野

村さんは行政と愛護会の間に入り、ずい分苦労したと思

いますが、常に愛護会を暖く見守ってくれました。愛護

会で始めて出した絵ハガキ「北海道の珍しい鳥たち」を

発案し、完成させたのも野村さんの力です。

朴駒でシャイな九州男児の野村さん、ストレートに自

分を見せるような人ではありませんが、最後の力をふり

しぼった詩集「和む凰　荒ぶ凰　人の世の凰」には見事

に氏の人間味が表現されています。

松本　光二さんを悼む　　　　　　山　田艮造 

5月13日付北海道新聞ほど欄》に、松本光二氏の死

を悼む記事が掲載されました。氏は旧くからの北海道野

鳥愛護会会員でありますが、1昨年春に名寄農業高校か

ら、札幌稲雲高校に転勤するまでは、長年に亘り「名寄

野鳥の会」事務局長として、会の設立や運営面に尽した

最大の功労者でした。今年この会の業績が高く評価され、

「道社会貢献貰」を受賞されましたが、氏はこの喜びの

知らせを受ける前の5月4日、43歳の若さで帰らぬ人と

なりました、実に残念なことです。

松本さんは根っからの鳥好きで、私とは鷹栖高校の教

員をしていた頃からの鳥仲間でした。1984年6月13日、

音威子府山中で、倒壊した枯木に営巣したクマゲラのヒ

ナ2羽を保護し、家族ぐるみで餌となる蟻の卵を集め、

ヒナが成長して放鳥するまでの、40日間の貴重な飼育記

録を鳥学会に報告し、この記録コピーを私にも送ってく

れたこともありました。

愛護会では、会報56号表紙に氏が撮影した「サカツラ

ガソ」、会報57号に「名寄周辺の野鳥」、会報63号には

「私の探鳥地名寄公園」等数多く発表されております。

また古い会員の中には氏の案内を戴き、名寄でのコアカ

ゲラ等観察に、大変お世話になりました。

昨年体をこわし入院していると聞いていましたが、お

亡くなりになったと知り、本当に惜しい人を失い残念で

たまりません、会点の皆様と共に心から氏のご冥福をお

祈りしたいと思います。
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「
利尻島における野鳥観察リスト

）

＼ヽ－′′

」
はじめに

利尻島へは、北海道本土最北の推内市から航路で1時

間半か、空路で僅か15分間で訪れることができます。離

島という言葉が当てはまらない程、交通の利便は高まり

「最北の島、利尻」は、そう遠い地ではなくなりました。

そしてこの最北の島では、実に多くの鳥たちを観察する

ことができます。この報告は、これまでの観察リストと

簡単な解説を加えたガイド的なものにしました。リスト

を中心に見て頂ければ幸いです。そして、利尻島の鳥に

想いを馳せて、是非来島をしてみて下さい。

利尻島の概要

利尻島は北海道北部の日本海に位置する、周囲53hの

ほぼ円形をした小さな島です。北海道にある他の島しょ

の中では大きいものの、広さが183K汀fと奥尻島よりや

や広い程度です。中央には、アイヌ語の「高い山」を意

味する「リーシリ」の名の付いた利尻山があります。

この利尻山は標高が1721mで、頂上からほぼ円錘形に

豊かな裾野が広がり、海岸に達します。その海岸の大部

分は、転石や岩礁によって構成され、ごく一部の小範囲

に砂浜が見られます。多くの地区では、海岸からごく僅

かな平地を挟んで、急な斜面となって山麓へと続き、そ

の僅かな平地に島内を環状する道路と民家があります。

また、平野部が発達した地域に、幾つかの市街地があり

ます。

そして、民家の周りからイタドリやチシマザサ等で構

成された草原を経て、山麓はトドマツを主にエゾマツ、

ダケカソバの針広混交林が広がります。標高500m前後

からハイマツとダケカソバ、ミヤマハソノキ等の亜高山

帯になり、1100m辺りから高山帯となります。

季節的な変化

利尻島の春は、3月上旬のウミネコの渡来から始まり、

それより遅れてハクセキレイとヒバリが3月下旬に渡来

しますが、ハクセキレイが少しばかり早いようです。そ

して、海岸であれだけ見られた越冬種のシノリガモやウ

ミアイサが北へ渡去してごく少数になる頃、顔なじみの

ノピタキやアオジといった夏鳥の渡来が盛んになります。

その後、夏鳥の渡来と相まって、北上する放鳥が飛来し

始め、そのピークは4月下旬～5月下旬の1月間程で、

その間に実に多くの種が観察されます。その中には、迷

鳥とされている幾つかの種類もあります。

6月上旬に、エゾセソニュウのさえずりが聴こえ始め

ると、いよいよ利尻島も夏となり、観察される種も当地

小杉和樹」

で繁殖をするものに落ち着きます。

7月下旬から秋の渡り期になり、始まりはシギ、チド

リ類からです。利尻島には良く発達した湿地が無いため、

シギ、チドリ類のほとんどが海岸で観察されます。また

この時期から、少数が残留しているらしいシノリガモの

観察回数が多くなります。そして、ガソ・カモ炉の洪水

ガモがオタドマリ沼やメヌウショロ沼といった小さな湖

沼に降りるようになります。シギ・チドリ類が渡り切っ

てしまうのは9月下旬で、その頃ツグミが少しづつ観察

されるようになります。

10月上旬には、利尻山山頂に初冠雪が記擬され、その

頃秋の渡りも一段落し、カシラダカやキマユホオジロと

いったホオジロ類の仲間が南下していくと、いよいよ利

尻島は冬となります。そして、海上ではシノリガモやウ

ミアイサといった冬鳥が頻繁に観察されるようになり、

その年によって渡来数に差があるもののウミスズメが港

内や岸近くで観察されるようになります。

11月中旬には、平野部でも雪の降ることが多くなり、

観察される種項も、海上や港内でウミスズメ煩やオオハ

ムや海ガモ頬の海鳥か、森林性のカラ類キツツキ類といっ

た種だけになります。そのような状況が、翌年の2月下

旬頃まで続きます。

利尻島の鳥の特徴

利尻島で、これまでに観察された鳥は221種です。こ

れは、私の観察とこれまで文献等によって報告されてい

るものの数で、その内容はリストのとおりです。

221種の構成は、夏鳥が30％、冬鳥が10％、留鳥が10

％、迷鳥を含めた放鳥が50％となり、旋鳥が最も多くなっ

ています。これは、島しょ独特の特教といえ、利尻島で

は更に大陸の沿海州に近いことから、大陸に分布してい

るルリガラ．ズアオアトリ．シマノジコ．セグロサバク

ヒタキといった種の迷行例の観察もあります。しかし、

逆に大陸やサハリソが近いため、利尻上空を一気に飛ぶ

のか、ハクチョウ類やガソの飛来が非常に少なく、ほと

んどの観察は悪天時の避難例です。また、利尻島は湖沼

地帯が小規模なことから、観察されるガソ・カモ煩の数

は1種当たり10羽を越えることは稀です。この他、稚内

～利尻間の航路上でミズナギドリ類やアカエリヒレアシ

シギの大群、少数のトウゾクカモメ炉が観察されます。

夏鳥では、鳥しょでありながら面積的な広さによるの

（以下7頁につづく）
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か、北海道本土の夏鳥の種と共通するものが多いようで

す。しかし、コシアカツバメ．ツバメといった暖地での

営巣が知られている種の繁殖も観察され、利尻山山頂付

近ではギソザソマシコとハギマシコの繁殖期の観察例も

最近多くなっています。海岸では、海鳥のオオセグロカ

モメとウミネコが繁殖していますが、近年ウミネコが牧

場内でコロニーを形成し、年々その範囲が拡大していま

す。

冬鳥では、最北のより厳しい環境の中、平野部で見ら

れる種はカラス2種とスズメだけとなる一方、周囲が海

である利尻島では、海鳥が多くなります。中でも、シノ

リガモ．ウミアイサが優占種で、他にはウミガラス．ハ

シプトウミガラス．ケイマフリといったウミスズメ類が

中心です。しかし、北海道で普通に観察される海ワシは、

オジロワシ1つがいが越冬するだけで、利尻島では四季

を通して猛禽薪の観察は多くありません。

以上のように、利尻島の鳥の特徴は、地理的な特異性

に困る多彩な顔ぶれの尿鳥にあります。また、地理的な

特異性もさることながら、比較的稀な繁殖記録もあるな

ど、良好な環境とその多様性は、鳥たちとりわけ渡り鳥

の重要な中継地点となっています。

〒097－04　利尻町沓形字富士見町

北海道に舞い降りた迷鳥たち（8）
山　田　良　造

北海道の北部、ごく限られた地域だけに繁殖するキマ

エツメナガセキレイを見るため、今年の夏、2年続けて

サロベツ原野に行った。珍鳥と言われるこの鳥は、コバ

イケイソウの白い花に止まり噸っていた。鳥たちの生息

地湿原が、周りの草地開発が進んでいるのを見て、この

まま是非残したいと思った。

今回の迷鳥記録は、旭川市小菅正夫氏、札幌市島田明

英氏、それに私の記録です。

27．ワシミミズク（フクロウ科）

旭川市東旭川町倉沼旭山動物園小菅正夫氏の記録町よ

ると、旭山動物園に保護されたワシミミズクは3例ある。

その1．1978年9月8日　歌登～枝幸間道道で、保冷車

にはねられたワシミミズクが、旭山動物園に保護された

が、怪我も回復し9月17日放鳥された。

その2．1983年8月13日　浜頓別～枝幸間で列車にはね

られたワシミミズク字が、巽を斬巽し釧路動物園に収容

され、その後旭山動物園に保護された。

その3．1986年9月23日　旭川市新星町で、カラスに襲

われ衰弱していたワシミミズク守が、旭山動物園に保護

され、ヨーロッパ塵のワシミミズク♂と繁殖のため、ぺ

アリソグを試みられている。

ワシミミズクは全長約66m。体は全体褐色で、背巽の

上面は濃い黒褐色、頭、胸、腹に黒褐色の従斑があり、

くちばしは黒色。頚には耳のように見える羽角があり、

足と指は羽毛でおおわれている。

ヨーロッパの大部分からシベリヤの中部、オホーツク

海岸にいたる地域、アラビヤ半島、サハラ砂漠以北のア

フリカで繁殖し、日本では北海道北部にまれに渡来記録

ワシミミズク1991年4月27日

旭川市旭山動物園　山田良造撮影

がある。

記録のある地域は、五島列島、三宅島、奄美大島、北

海道では1978年9月8日歌登。1983年8月13日浜頓別、

1984年士別市オソネベツ川、1984年4月8日滝川市江部

乙あいガモ飼育場、1986年9月23日旭川市金星町、1990

年10月稚内市鹿町南小学校の森。

28．シロハラクイナ（クイナ科）

四季を通じて赤レソガの美しい姿を見せる北海道庁。

広く道民に親しまれ、札幌の観光地として多くの人が訪

れるこの道庁前庭で、1989年11月22日、朝の巡回をして

いた警備員が、見なれぬ鳥が弱っているのを発見し保護

した。石狩支庁を通じて連絡を受け、野生生物情報セソ

ター島田明英氏が受取り、シロハラクイナと同定した。

カラスのしつこい襲撃にあい弱っていたもので、外傷も

なく元気だったことから、その日の午後、札幌市東米里
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の草原に放鳥した。

シロハラクイナは、全長約32．5仰。頭部から背、尾、

巽は灰農色、額から顔、胸、腹などは白色、下鳥筒は栗

色、くちばしは黄線色、基部に赤色がある。足は線黄色。

イソドネシア、イソド、中国南部ご台湾、フイリピソ

などに広く繁殖し、日本では琉球で繁殖し、留鳥として

生息する。本州、四国、九州、対馬、舶倉島で迷行的な

記録がある（九州でも繁殖記録がある）。

北海道では1983年12月23日、苫小牧市勇払と前記記録。

29．ツルクイナ（クイナ科）

1977年10月18日の夜、旭川市3粂8丁目線橋通に面し

た駐車場管理室に「ピーん」と音がして渡り途中の鳥が

ぶつかった。

この鳥は保護されて駅前交番に届けられた。連絡をう

けた私はこの鳥を受取り、その特教などから冬羽のツル

クイナであることがわかった。怪我もなく元気だったこ

とから1晩保護し、翌日上川支庁自然保護係員と、旭川

市郊外嵐山近くのオサラッペ川岸辺で放鳥した。

この鳥は旭川中心部に輝くネオソに惑わされて、ぶつ

かったのだろうか？これがそのときのツルクイナです。

ツルクイナは全長約33cm。♂夏羽は全体黒色、くちば

しは黄色、額板は大きくて赤色、足は緑褐色。♂の冬羽

は守に似るが体が大きい。学は額板を持たず、全体が褐

色で背と巽の上面黒褐色で斑がある。くちばしは黄褐色。

イソド、スリラソカ、マレー半島、フイリピソ、中国、

朝鮮半島、日本の一部で繁殖。北のものは冬、南へ移動

する。日本ではおもに旅烏または冬鳥。南西諸島以外で

はごくまれであるが、佐賀と石垣島で繁殖記録がある。

北海道では1932年奥尻島と美国町稲穂崎、1976年10月

根室市春国岱に記録がある。

シロハラクイナ1989年11月22日

札幌市道庁前庭　島田明英撮影

ツルクイナ1977年10月18日

旭川市3粂8丁目　山田良造撮影

30．マナヅル（ツル科）

マナヅル1981年1月17日

阿寒町タソチョウの里　山田良造撮影

1981年1月16日　私が旭川に住んでいた頃、阿寒町タ

ソチョウの里に、マナヅルが2年続けて飛来したことを

知り、観察に出かけた。

この日、阿寒町タソチョウ観察セソクー給餌場には、

タソチョウが70羽位飛来していた。この群れにタソチョ

ウよりひとまわり小さく、体が青灰色したマナヅルが1

羽入っているのが確認された。

マナヅルはタンチョウと一緒に餌をついばみ、ときに

は飛び跳ねたり、タソチョウが飛ぶとその後を追うなど、

タソチョウと行動を共にしていた。

このマナヅルは、1980年12月11日岡セソクーに飛来し、

1981年4月まで越冬し飛び去った。

マナヅルは全長約127qn、額から日のまわりは赤く、

頚から首は白色、体は青灰色、胸は灰黒色、くちばしは

黄緑色、足は淡紅色。
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シベリア南東部、モソゴル北東部、中国東北部湿原で

繁殖し、冬は朝鮮半島、中国北部、日本などに渡る。日

本には冬鳥として渡来するが、鹿児島県出水市荒崎には、

1988年は1，653羽記録された。その他の地域はまれな迷

鳥。

北海道には、1871年千歳、1978年10月1日～10月19日

網走湖畔、1979年12月24日～1980年4月阿寒町、1980年

12月11日～1981年4月阿寒町（前記記鐘）、1984年4月

23日北村、同年5月～6月1日奈井江町（2羽）、1985

「占

」‥＿‥＿

＼＿／

ヽ＿．／

年3月1日ウトナイ湖。

＜参考文献＞

日本産鳥類図鑑（東海大学出版会）、鳥630図鑑（日

本鳥項保護連盟）、日本鳥類大図鑑（清棲幸保）、青い

星のツルたち（北海道）、北海道新聞報道記事参照。

〒003　札幌市白石区栄通16丁目4－13

※　掲載予定のセボシカソムリガラは、日本野鳥の会記

録委員会からの回答が遅れており、次号に予定します。

然環境部をよろしく
一北海道環境科学研究センターー

本年5月23日に北海道環境科学研究センターが北海道

公害防止研究所を改組、改名して設立されました。

これにともない、北海道の自然環境の保全を目的とす

る調査研究部門として白魚環境部が誕生し、新部の基礎

づくりと調査研究の準備と一部実施に向けて歩みだして

おります。

自然環境新王野生動・植物の生態や生態系のメカニズ

ムの研究と、これらをふまえた野生動植物の適正な保護

管理のための調査研究を担うことになります。

白魚環境の保全を前面に掲げた研究組織としては国や

自治体の中では初めてということでもあり、寄せられる

研究課題は多大ですが、皆様の御指導、ご協力をいただ

きながら、着実に成果をあげてゆきたいと考えておりま

す。ご支援いただけますようどうぞよろしくお願いいた

します。

なお、現在の部構成及び各科の調査研究の内容はつぎ

の通りです。

植物環境科

1植物群落や特定植物の保全対策の基礎となる植物

の生態や分布に関する調査研究。

2　道立自然公園その他すぐれた自然地域の現況と保

村　野

‾■■…「

．生‥堅」
植物環境科　科長　1

研究職員2

野生動物科　科長　1

研究職員2

全に関する調査研究。

3　生態系の保全をはかるための植物と動物との相互

関係についての調査研究。

野生動物科

1野生動物保護管理のための生息環境や分布、生態、

個体数等に関する調査研究。

2　希少種の保全に関する基礎的な研究

3　有事鳥獣による被害実態及び防除に関する調査研

究。

とくに、野生動物科では現在、エゾシカとヒグマの個

体数調査に主力を注いで動き出していますが、野鳥につ

いても調査研究を進めていく予定です。ちなみに部員の

中には野鳥関係で梅木さん、富沢さんもおります。お近

くにおいでの際にはどうぞお声をかけてください。

〒069－01日二別市大麻東町7－11

平成3年3月26日十勝郡浦幌町愛中のデソトコーソ畑

あと地にオオハクチョウ、コハクチョウ、オナガガモの

群と一緒に初認された。

それからは毎日時間をみつけては、ハクガソ観察の日々

であった。観察中に一度オオハクチョウが、飛び立った

時にハクガソも一緒に飛び立ち、その様子を見ていたら、

ハクガソがオオハクチョウの近くに寄りすぎて、オオハ

クチョウの羽に触れて、飛ばされ、落ちそうになったり、

ついてゆくのに一生懸命羽ばたく姿は何んとも感動的で

あった。

特に3月31日は、道路から10メートルも鮭れていない

デソトコーソ畑あと地にオオハクチぎウと一緒にハクガ

ソがいるではないか。肉眼でもはっきりと見える。じっ

くりと観察させてもらう事が出来た。何んという幸せ！
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この時は、目を閉じてじっとしている時間が長かった。

時々片足と一緒に片側の羽をのはしては、また日を閉じ

てじっとしている。くちばしは、上がピソク色で下が黒

いのがはっきりと見えたし、首のところの毛が波うって

いるのも確認できた。

この個体は、初列風切の黒い羽の部分が、かなりすり

きれてポロポロになっていたのが特敏であった。

浦幌町でのハクガソの行動は、3月26日初認され、そ

れ以降4月6日まで同町愛中や豊北のデソトコーソ畑あ

と地や牧草地に滞在していたが、その後中川部豊頃町統

内のデソトコーソ畑あと地へオオハクチョウとともに移

動した。

最後にハクガソ観察に御協力をいただきました浦幌野

鳥倶楽部の佐藤満・久保清司氏に感謝申し上げます。

〒089－56　十勝郡浦幌町字吉野68番地

浦幌野鳥倶楽部

ハクガン1991年3月

浦幌町愛中　武藤満雄撮影

∴上∴・∴∴十　　　■　∵∵、

アネハヅル1991年6月

八雲町立岩にて　掛川岩大撮影

；：‡：；＝‡＝‡二部駄＝…＝≡＝＝＝＝二二＝　　・・・・・・＝＝＝こき示彗：＝：二＝：二・ 

‡：；＝漣：′：：：；；； 

平成3年6月10日の東の風で卓天。10時30分頃・…‥八

雲町市街地より2km離れた遊楽部川より、500m位の位

置濫ある酪農業都築健三氏の牛舎に附属したバドワクに

アネハプルが飛来した。

朝8時から10時頃までと、夕方5時頃より7時頃まで

牛糞の中から穀物を探して探食していた。

6月10日・11日・12日の3日間同じ時刻匿飛来してい

たが、天侯が恢復した13日にはどこかに飛び立っていっ

た。いろいろ情報を蒐集したところ、上空を3羽飛んで

いて（方向不明）そのうちの1羽が降りたとのことであ

る。低気圧が来ていたので、渡りの途中降りたものと思

われます。

〒049－31八雲町末広町214

イ　ス　カ　　　　　　　山　田　良　造
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ウ　ミ　ネ　コ　　　　　石　橋　孝　継

キレンジャク　　　　松　野　有　秀

カ　ワ　ガ　ラ　ス　　　　　赤　石　誠　二

オ　オ　ワ　シ　　　　　松　野　有　秀

－11－
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キ　ビ　タ　キ　　　　遠　藤　幸　子　　　　　　ク　　イ　　ナ　　　　見　延　誠　一

ユ　ピ　シ　ギ　　　　三　船　善　光　　　　　　ノ　　ゴ　　マ　　　　遠　藤　　茂

タ　　ゲ　　リ　　　　　見　延　誠　一　　　　　　　オ　オ　ル　リ　　　　　見　延　誠　一

怪しい来客簿　　　　　　　二にもなく、参加させて頂きました。 
ー平和の滝の巻一　　　腰に蚊取り線香をぶら下げ、身体には虫除スプレーを 

3・6・22　　　　　たっぷりふりかけ、ポケットには懐中電灯、おまけに夜 

広　川　淳　子　　　　目の利かぬ従者を一人連れ、何か探検と言う気分で集合 

今年の四月に探鳥を始めて以来、何を見ても、うれし　　場所へと赴いたのです。

くて楽しくて感激ばかりしてきましたが、夜の探鳥会と　　　六時半過ぎに出発。まだ明るい山道を行くと、とても

聞いて、昼とは違ったドラマが期待できそうと、一にも　　元気の良いヤブサメの声、アカハラ、キビタキも鳴いて
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おり、オオルリの姿もチラリと。夜の訪ずれが次第に急

になる中を進んでゆくと、キャソプ中の若者たちに出会

いましたが、突然の異様な集団にきっと軌、たことでしょう。

「トラツグミの声が聞こえないね」などと言う皆さん

の会話を楽しみながら、やがて日当の場所に到着。月は

明る過ぎるくらいに輝き、その杭には、火星、木星、金

星が並んでいます。新開によれば二百二十何年振りとの

こと。舞台は揃ったようです。

と、突然、皆さんが緊張なさいました。

「コノハズクよ」。「聞こえる、聞こえる」と言うので

す。「何処ですか」……ちょっと開きとれなかったので

す○でも耳を澄ましてみると、かすかに「キョッコ」、

「コ」がとても小さく、殆んど「キョッ」と聞こえるで

はありませんか。舌打ちするような感じでヨタカも「キョッ、

キョッ、キョッ」と鳴いています。ヤマシギも長い塀を
）　突き出すように頭上を飛びかい始めました。月はますま

す光を増し、マミジロも「キョロチィ」、これで狼でも

鳴いてくれたら、と奇妙な想いに駆られます。そう言え

ば、「ブッポウソウ」と鳴くのがどの鳥なのか、昭和十

年まで分らなかったと本にあって、どうして分ったのか

も二説あると言うことですこ一つは鳴いている所を撃ち

落としてみると、コノハズクであった。二つ日は、NH

Xがラジオの実況中継をしたところ、洩草の床屋に飼わ

れていたコノハズクが鳴き出したので分ったというも

のです。何だか、今宵の雰囲気にピッタリの話のようです。

皆さん、予定の時間を過ぎても動く気配もなく、一夜

の怪しい来客簿を開いていったのでした。それぞれに夜

の夢に酔いしれながら。

〒064　札幌市中央区伏見町1丁目4－23

〔記軽された鳥〕マガモ、ヤマシギ、ジュウイチ、ツツ

ドリ、コノハズク、ハリオアマツバメ、キセキレイ、ヒ

ヨドリ、カワガラス、マミジロ、アカハラ、ヤプサメ、

）　　キビタキ、オオルリ、ホオジロ、アオジ、ヨタカ　以上

17種

〔参加者〕桝川保・弘子、泉膠銃、山田甚一・れい子、

羽田恭子、田中志司子、野坂英三、宇野忠男、広川淳子、

戸津高保、竹内強、今野弘、井上公雄、土屋美弥子、池

内ゑみ子、浜田強、菅原哲夫、本間裕邦・桂子　以上20

名

〔担当幹事〕戸津高保、井上公雄

始めて見たシギ・チドリ…鵡川にて…

3．8．25

池　内　ゑみ子

何もかも初めてでした。美しい鵡川の海、乳をまさぐ

る仔を見やる母馬の優しい限、そしてシギ・チドリ。す

てきな二階バスで現地へ向かいながら、期待と不安でいっ

ぱいでした。どうせ無理と少しよけてきた感じのシギ、

チドリなのですもの。

牧場主のご好意で入らせて頂けるという牧場の中へ足を

踏み入れ、どきどきしながらキョロキョロしている私。

「居たぞ、タカブだ」小さな水溜りの前に皆集まってい

ますが、私にはちっとも分らない。もう恥も外聞もなく

見せて、見せて」と望遠鏡を覗かせて頂き、石の色に紛

れてうづくまっている茶色い鳥をやっと見つけ、ああ、

これがシギなのだ、と感激しました。それからはもう夢

中、ヒバリシギ、アオアシシギ、キアシシギ、トウネソ

等々教えて頂いた時は、分ったような気になるのですけ

ど…。アオサギやイソシギは双眼鏡でもどうにか見えま

した。海の方へ大きく廻るあたりで、ウミネコの大群に

見とれていると、「コアオシシギだ、珍鳥だよ」という

声。急いで覗かせて頂くと小さいのが1羽、足早に歩き

廻っており、たしかに他の6羽とは違うようです。どう

してこうよく見分けられるのかなあ、昼食中でも、オバ

シギを見つける人、シロチドリとコチドリを対比して誠

別している人…人…。皆さんの熱気と興奮が私にまで伝

わって来るようです。最後に草地でキョトソとこっちを

見ていたチュウシヤクシギの可愛かったこと。砂地でウ

ソラソやオダルマを見たのも嬉しかったし、澄み切った

秋空の下、本当に楽しい1日でした。

夏羽、冬羽、中間羽、幼鳥とそれぞれ違うとか、もう混

沌として、自分の努力不足を痛感させられました。

飛入りで初心の私に、愛護会の皆様のご好意、心から感

謝致しております。

〒063　酉区西野6粂1丁目5－3

〔記録された鳥〕アオサギ、トビ、チュウヒ、マガモ、

カルガモ、ムナグロ、コチドリ、シロチドリ、メダイチ

ドリ、チュウシヤクシギ、アオアシシギ、コキアシシギ、

タカプシギ、イソシギ、キアシシギ、オバシギ、トウネ

ソ、ヒバリシギ、ウミネコ、オオセグロカモメ、キジバ

ト、ツバメ、ハクセキレイ、ヒバリ、ノピタ辛、オオジュ

リン、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス

以上30種

〔参加者〕三船書克・幸子、永島良郎・トキ江・麻子、

久田伸一・育代・通江、志田博明・政子、岩戸稔・恵美

子、戸津高保・以知子、佐々木武己、菅原哲夫、佐藤勇、

小堀塩治、高橋昭三、野坂英三、小林弘輝、佐藤事典、

吉田忠義、高橋教子、池内恵み子、大西典子、赤石誠二、

成沢里美、竹内強、井上公雄、山田良造、石谷義一、浜

田強、今野弘、磐田善幸、小林尚美、小口伸次、笹谷敏

郎・京子、佐藤博吉、大町欽子、三浦美量子、古川豊子、

沢田浩一・路子、富川徹、道場優、田中志司子、泉勝銃、

韮沢ちよ、広川淳子、和久雅男、本間桂子、浜中、今田、

小畑淳毅　以上60名

〔担当幹事〕富川徹、赤石誠二
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〔野幌森林公園〕

平成4年2月16日（日）

雪上の動物の足跡や木の実等を

観察しながら冬の野幌を歩きま

す。レソジャクの群や、アトリ、

ウソ、クマゲラ等が期待できま

す。歩くスキーがある人は使用して下さい。

集合＝9：の　大沢口駐車場入口

交通＝タ鉄バス（文京台線）新さっぽろ駅尭8：20、大

沢口公周入口下車、徒歩5分

〔円山公園〕平成4年3月1日（日）

木の芽のふくらみも感じられ、アトリ、イスカ等の冬鳥

や、キツツキ類、カラ塀等を観察します。開拓神社前の

エサ台には、エゾリス等も現れます。午前中に解散の予

定です。

集合＝9：00　円山公園管理事務所前

交通＝地下鉄円山公園駅より徒歩5分

〔ウトナイ湖〕平成4年3月22日（日）

北へ渡るガソ・カモの群や獲物をさがすオオワシ等が見

られます。昨年3月の探鳥会は迷鳥カナダヅルが、すぐ

そばに寄ってきました。長やつ使用が無難です。

◆　新年懇談会の開催

新年急談会を次のような予定

で開催致します。多数の皆さん

の参加をお待ちしています。

日　時　平成4年1月11日（土）

14：00～17：00

i場　所　札幌市村人文化セソター

i講演‘札齢中央区大通西19丁目’

：北大苫小牧演習林長の石坂議書氏に、「スズメをめぐ

！三警i：芸芸芸警芸…警芝…芸…妄三三三≡‡‡‡誌
：写します。たくさんの作品をお持ちください。

L三三1人500円
き　1人　500円

⑮
も　く　じ

野村梧郎・松本光二さ

集合＝9：40　ウトナイレイクホテル湖畔側

交通＝道南バス（苫小牧行）千歳空港発9：10、ウトナ

イレイクラソド前下車

〔野幌森林公園を歩きましょう〕平成4年4月5日（日）

集合＝9：00　大沢口駐車場入口

〔野幌森林公園〕平成4年4月12日（日）

福寿草や両生類の卵等も見られ森林の中にも春が来てい

ます。この時期は冬鳥と夏鳥の両方が見られ、気の早い

さえずりも開かれます。まだ長ぐつが必要でしょう。

集合＝9：∝I　大沢口駐車場入口

〔宮島沼〕平成4年4月19日（日）

繁殖地へ帰るマガソやハクチョウの一大中継地である当

沼は、珍しいガソ・カモが多種観察されます。

集合＝10：00　大富会館前

交通＝中央バス、岩見沢ターミナル発く月形行）大宮農

協下車、徒歩15分

0いずれの探鳥会も余程の悪天浜でない限り行います。

0交通機関は変更等がありますので、利用される方は、

各自で再調査をお願い致します。

0昼食・雨具・観察用具・筆記用具をご持参下さい。

0探鳥会の問合せは、011－831一郎36、戸津宅まで。

◆　写真展の作品のご用意を 「
平成4年も野鳥写真展の開催を予定しております。み

なさんの自信作の準備をお願いします。

応募要領は例年通りですが、営巣中の写真など、マナー

に反すると思われる写真はご遠慮ください。

〔募集要領〕

・大きさは四ツ切としカラー、白黒は問いません。

・提出写真には、鳥の亀名・撮影年月日・投影場所及び

撮影者氏名の記載をお蔽い致します。

・送付先は、87号でお知らせいたします。

◆　平成4年度カレンダー販売

初めての試みであるカレソダーは原調な売れ行きです

が、少々残部がありますので、前号掲載の連絡先へ、至

急申込みください。

利尻島における野鳥観察リスト

北海道に舞い降りた迷鳥たち

自然環境部をよろしく　鳥見入からの便り

誌上写真展
探鳥会報告
探鳥会案内
鳥民だより

2

3
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9

10

12

14

14

」

〔北海道野鳥愛護会〕年会費1，500円（会計年度4月より）　郵便振替小樽1－18287

辱0甜　札幌市中央区北3粂西11丁目加森ビル5・6階北海道自然保護協会気付皆（011）251－5465
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